
本アンケートは、中土佐町の事前復興まちづくり計画に役立てるためのものです。以下

のアンケートにご協力をお願いいたします。質問は全部で28問となっています。

回答方法は、該当する項目の左欄に　のようにチェックをお願いします。

１．「命を守る」について伺います。

質問 1 現在お住まいの自宅で心配される災害について、下記の選択肢からあてはまるもの

を３つ以内で、お選びください。

       地震（倒壊・破損等）　　　　 津波　　　　 大雨　　　　 浸水（海・川等の氾濫）

　   土砂災害　　 　　   液状化　　　　   その他（　　　　　          　　）

質問 2 南海トラフ巨大地震発生時、現在お住まいの自宅で住み続けられると思いますか？

あてはまるものを１つお選びください。

　　住めると思う　　　　　 修理すれば住めると思う　　

　　住めないと思う　　　　分からない

質問 3 二次避難場所はどちらを想定していますか？あてはまるものを１つお選びください。

※二次避難場所：南海トラフ巨大地震発生後に長期間の避難生活を送る場所

　　避難所（体育館・公民館等）　　　　　福祉避難所（福祉施設等）　　

　　宿泊施設（ホテル・旅館等）　　　　　家族・親族の家　　　　　　知人・友人の家

　　自家用車内　　　　　　　　　　　　　自宅（倒壊するとは思わない）　　　

　　その他（　　　　　　　　　   　　）

質問 4 避難生活後の仮住まいについて、どのように想定されていますか？

あてはまるものを１つお選びください。

　　自宅（倒壊するとは思わない）　　　　　　現在の居住地の近く　　

　　中土佐町内の別の地区　　　　　　　　　　高知県内（中土佐町以外）

　　高知県外

質問 5 前の質問４で、自宅（倒壊するとは思わない）以外を選択された方についてご質問

します。想定する仮住まいの形態についてあてはまるものを１つお選びください。

　　仮設住宅　　　　　　　　家族・親族の家　　　　　　　　知人・友人の家　　　

　　分からない　　　　　　　その他（　　　　　　　　　　　　）
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２．「生活を再建する」について伺います。

質問 6 災害発生後、住まいの再建所在地について、どのように想定されていますか？

あてはまるものを１つお選びください。

　　自宅（倒壊するとは思わない）　　　　 　 現在の居住地の近く　　

　　中土佐町内の別の地区　　　　　　　 　 　高知県内（中土佐町以外）

　　高知県外

質問 7 災害発生後、住まいの方法について、どのように想定されていますか？

あてはまるものを１つお選びください。

　　現在の居住地（自宅）　　　　　　　　　　持ち家の再建（新築・購入・建替等）

　　災害公営住宅（戸建て）への入居　　　　　災害公営住宅（賃貸）への入居

　　民間の賃貸住宅への入居　　　　　　　　　家族・親族の家へ移転　　

　　知人・友人の家へ移転　　　　　　　　　　分からない　　　

　　その他（　　　　　　　　　　　）

質問 8 自宅の再建時に重視することは何ですか？

あてはまるものを３つ以内で、お選びください。

　　現在の居住地に近い　　　　職場や学校に近い　　　　津波に対しての安全性が高い

　　買い物など生活の利便性が高い　　　　　　　　　　　中心市街地に近い

　　家族・親族の家等が近い　　

　　現在の地域コミュニティ（地区・近所の人等）が保たれる

　　広い敷地が確保できる　　　

　　その他（　　　　　　　　　　　　）

質問 9 災害発生時から、平常時（発生前）の生活に戻れるまで、どれくらいの期間を

想定していますか？あてはまるものを１つお選びください。

　　1年未満　　　　　　　　1～2年未満　　　　　　　　2～3年未満　　　　　

　　3～5年未満　　　　　 　 5～10年未満　　　　　　     10～15年未満　　　　

　　15～20年未満　　　　 　20年以上　　　   　　  　 　  分からない

　　その他（　　　　　　　　　　　　　　）
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３．「なりわいを再生する」について伺います。

南海トラフ巨大地震発生後、ご自身の仕事について、どのように考えていますか？

あてはまるものを１つお選びください。

質問 10 仕事の継続意向について教えてください。

　　今の仕事を続けたい（町内）　　　　　　　　　今の仕事を続けたい（町外）

　　別の仕事を探したい（町内）　　　　　　　　　別の仕事を探したい（町外）

　　仕事をやめる（廃業・引退など）　　　　　　　まだわからない

　　現在無職又は年金生活である　　

　　その他（　　　　　　　　　　　　　　　　）

質問 11 仕事の再開時期について教えてください。

　　すぐに再開できる　　　　　　　1ヶ月程度　　　　　　　2～3ヶ月　　　　

　　半年以内　　　　　　　　　　　1年以内　　　　　　　　5年以内　　　

　　5年以上かかる　　　　　　　　 再開できない　　　　　  分からない

　　現在無職又は年金生活である

　　その他（　　　　　　　　　　　　　　　　）

４．「歴史・文化を継承する」について伺います。

質問 12 南海トラフ巨大地震発生後も、中土佐町に残し続けたい自然・文化・景観等の

魅力はありますか？あてはまるものを３つ以内で、お選びください。

　　神社・仏閣　　　　　　　　祭り　　　　　　　特徴的な場所・地形

　　風俗　　　　　　　　　　　建築物等　　　　　産業　　　　

　　その他（　　　　　　　　　　　　　　　）

　　

質問 13 前の質問12で選択した理由を可能であれば教えてください。
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５．「地域の課題等の解決につなげる」について伺います。

質問 14 南海トラフ巨大地震発生後、不安に思うことは何ですか？

あてはまるものを３つ以内で、お選びください。

　　安全な場所への避難　　　　　　　　　仮住まいの生活や環境　　

　　元の生活への復帰　　　　　　　　　　地域コミュニティの喪失　　　　

　　仕事の再開　　　　　　　　　　　　　飲料水や物資の確保　　　　

　　心身の健康管理　　　　　　　　　　　医療体制

　　家族との連絡　　　　　　　　　　　　歴史・文化の消失

　　その他（　　　　　　　　　　　　　　　　）

質問 15 大規模災害が発生すると、地域が元々抱えていた課題が明らかになったり、さらに

深刻になったりします。復興を進めるにあたり、こうした問題に向き合い、より良

い方向へ進むよう課題を解決していくことが大切です。現在、お住まいの地域で

災害後、特に課題となりそうなことは何ですか？

あてはまるものを３つ以内で、お選びください。

　　高齢化の進行　　　　　　　　　　　　少子化の進行　　　　

　　人口減少の進行　　　　　　　　　　　若年層・子育て世代が住みにくい

　　医療・福祉サービスの不足　　　　　　移動手段・交通手段の不足　　　　

　　産業の衰退　　　　　　　　　　　　　地域コミュニティの希薄化　　　　

　　公共施設・インフラの老朽化　　　　　行政支援の不達

　　特にない/分からない

　　その他（　　　　　　　　　　　　　　　）

質問 16 地域の復興に際し、あなたが特に重要だと思うものは何ですか？

あてはまるものを３つ以内で、お選びください。

　　防災対策の充実　　　　　　　　　　　医療・福祉の充実　　　　

　　子育て・教育環境の充実　　　　　　　生活の利便性　　　　

　　歴史・文化・自然の保全　　　　　　　迅速な復旧・復興　　　　

　　産業の振興　　　　　　　　　　　　　地域コミュニティの維持

　　特にない/分からない

　　その他（　　　　　　　　　　　　　　　）
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６．「地区の復興イメージ」について伺います。

質問 17 高知県では、大規模災害発生後の復興について、東日本大震災の被災市町村が行っ

た復興に伴う市街地整備の事例を基に、大きく４つのパターンに大別しています。

南海トラフ巨大地震発生後、お住まいの地域の復興に向けて、どのような形のまち

づくりが望ましいと考えますか？あてはまるものを１つお選びください。

　　現地再建：今の場所にそのまま都市を復興

復興までの期間が比較的短くなりやすい。住み慣れた地域に戻れる安心感

があり、地域コミュニティも維持しやすい。

高い堤防を整備するため、眺望や景観が失われる可能性がある。

また、※L2津波を防ぐことは難しく、巨大地震・津波には避難の

必要がある。

　　嵩上げ再建：今の場所を盛土などで地盤を高くして復興

現地再建と同様、住み慣れた地域に戻れる安心感、地域コミュニティが

維持しやすい。

盛土造成のための利害関係者が多く、そのための調整時間が長期化すると

復興に時間がかかる可能性がある。※またL2津波からの避難が必要となる

可能性がある。

※L2津波：数百年～千年に一度程度の頻度で発生する最大クラスの津波

参考：中土佐町の最大津波想定高さは22ｍとなっています。

★メリット：

★デメリット：

★メリット：

★デメリット：

現地再建 復興パターン図

嵩上げ再建 復興パターン図

☐

☐

☐

5 



　　新市街地整備：高台や浸水区域外に都市を復興

高台への移転により、将来的な災害リスクが大幅に軽減される。

移転に伴う心理的負担や、地域コミュニティの分断の可能性がある。

また、高台造成に時間がかかるため、復興までに長時間を要する可能性

が高い。

　　嵩上げ再建＋高台移転：②と③を組み合わせた復興

地域や住民のニーズに応じた柔軟な再建が可能。

住民間で希望が分かれたり、調整に時間を要したりする可能性がある。

また、高台造成に時間がかかるため、復興までに長期間を要する可能性

が高い。

※L2津波：数百年～千年に一度程度の頻度で発生する最大クラスの津波

参考：中土佐町の最大津波想定高さは22ｍとなっています。

※上記は基本の４パターンとして掲載しております。それ以外でご意見や

　ご提案などがあれば、【質問１９】にご記入ください。

★メリット：

★デメリット：

★メリット：

★デメリット：

新市街地整備 復興パターン図

嵩上げ再建＋高台移転 復興パターン図

☐

☐
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７．その他、町に取り組んでほしいことについて伺います。

質問 18 南海トラフ巨大地震発生前に、町に取り組んでほしいことは何ですか？

あてはまるものを３つ以内で、お選びください。

　　避難所整備及び改良　　　　　　　　　避難道・避難路整備及び改良　　　　

　　防波堤整備　　　　　　　　　　　　　住宅の高台移転　　　　

　　住宅の耐震診断　　　　　　　　　　　備蓄物資の充実

　　道路整備及び改良

　　その他（　　　　　　　　　　　　　）

質問 19 その他中土佐町の事前復興まちづくりの取り組みについて、ご意見やご提案などが

あれば自由にご記入ください。
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8．最後に「あなたご自身」のことについて伺います。

回答されているあなたの情報について、あてはまるものを１つお選びください。

質問 20 世帯内の続柄について教えてください。

　　世帯主　　　　 　世帯主の夫・妻　　　　　　世帯主の子供　　　　　　世帯主の孫

　　その他（　　　　　　　　　）

質問 21 あなたのご年齢を教えてください。

　　10代　　　　　 　20代　　　　　　30代　　　　　　　40代　　　　　　　50代　　　

　　60代　　　　　　 70代以上　　　

質問 22 あなたの性別を教えてください。

　　男性　　　　　　　女性　　　　　　　　答えたくない

質問 23 あなたの世帯の家族構成を教えてください。

　　単身世帯　　　　　　　　夫婦のみ　　　　　　　　親と子1人　　　　　　　

　　親と子2人　　　　 　　　親と子3人以上　　　　 　 3世代世帯

　　その他（　　　　　　　　　　　　　）

質問 24 あなたの世帯の居住地区を教えてください。

　　久礼地区　　　　　　　　　　　　上ノ加江地区　　　　

　　矢井賀地区　　　　　　　　　　　大野見地区

質問 25 あなたのご職業を教えてください。

　　会社員（正社員）　　　　　　　会社員（契約社員等）　　　　　 　公務員　　　　

　　農業関係　　　　　　　　　　　漁業関係　　　　　　　　　　　　 林業関係　　　　　　

　　自営業　　　　　　　　　　　　パート・アルバイト　　　　　 　　年金生活　　

　　無職　　　　　　　　　　　　　その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　）

質問 26 あなたの通勤又は通学場所について教えてください。

　　町内（居住地区と同じ地区）　　　　 　町内（居住地区と別の地区）　　 　　　町外

質問 27 現在の住居形態について教えてください。

　　一戸建て・持ち家　　　　 　　 一戸建て・借家　　　　　　　集合住宅・借家　　

　　その他（　　　　　　　　　　　　）

質問 28 年間の世帯収入額を教えてください。

　　 ～200万円未満　　　　　200万円～400万円未満　　　　　400万円～600万円未満

　　600万円～800万円未満　　　　　　　800万円以上　　　　

　　答えたくない、分からない

アンケートの質問は以上となります。ご協力ありがとうございました。
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